
  

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、1989 年から《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール) 

② 保健医療（ションダニ病院、看護学校、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練、インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

  

  

●国内での活動  
① 総会（毎年 5月）、理事会（毎月 1回）よる活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2回、6月・12 月に発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

〒 814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

☎ /Fax  092-844-1369 

http: / / t ewotunagukai . com  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック  ☎ 092-872-1136 

http: / /bangla -nts . j imdo. com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校  

昨年度は７月に勃発したダッカ・レストラン襲撃テロ事

件のためにバングラデシュ訪問が中止になりました。今

回は、どうにか、先月、決行にこぎつけ、現地訪問報告

特集号を支援者の方々に年内にお届けすることがで

き、ホッとしています。多忙な参加者の日程を調整する

のが、難しく、これまでにないハードスケジュールでした

が、ダッカ在住の抜水さんのフルアテンドのおかげで、

内容が濃く、得るものが多い現地訪問となりました。 
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開校した看護学校への訪問が実現！ 
３年ぶりにバングラデシュへ 

Milon 

2017 December No.141 



代表挨拶  

行ってきました！ ３年ぶりに 

バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

 

バングラデシュと手をつなぐ

会の皆さん、支えてくださって

いる皆さん、３年ぶりのバング

ラデシュ現地訪問が実現しま

した。 

豪雤のあとで、凸凹になった道

をダッカから車に揺られて 10

時間。暗くなった村で、懐かし

い顔が出迎えてくれました。 

 

翌朝、さっそく真新しい看護学校へ。4、5 階は建

設中ですが、３階までは完成し、２月に開校、授

業も行われていました。教室で教員や看護学生た

ちとの交流、ホールでは高校生との楽しい交流を

行いました。今回は時間の都合で、小・中学生と

の交流が出来なかったのが残念でしたが。 

看護学校、ションダニ学校、カラムディ村のジャ

パニ小学校での交流、村人達との交流など、短い

時間でしたが、久しぶりの日本人の訪問をみんな

心から喜んでくれました。 

 

 

色々な発見がありました。 

コミュニティ・ベイスト・ヘルスケア（地域に根

ざした保健医療 CBH）が、それぞれの国や社会の

状況によって、政策の重点が異なっていること、

バングラの地方では、がんの診断、治療、緩和ケ

アがほとんどできず、すべてダッカに集中してい

ること、その中で民間の医師や看護師、ソーシャ

ルワーカーたちが在宅ホスピスケアを提供してい

ること、さらに日本の NGO がバングラのナースや

助手たちの教育研修を行っていること、日本に留

学して学んだ医師が病院を建てて、住民の医療の

充実に邁進していること、毎回現地訪問の度にい

ろいろな問題が見えると同時に、希望も見いだす

ことができます。 

 

滞在中、晴れた日が続きましたが、私たちの心も

明るく晴れていました。 

協力していただいた皆さん、心配してくださった

皆さん、ありがとうございます。 
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By 牟田理事 



 

◆現 地 訪 問 報 告 
 

 2017 年 10 月 31 日～11 月 8 日の 9 日間、二ノ坂代表、河村理事、牟田理事、野田会員の 4 名が 3 年ぶり

にバングラデシュを訪問。ダッカで、通訳の抜水氏と合流。現地での濃密な１週間の出来事をお届けします。 

 

【バングラデシュ訪問 2017】 二ノ坂 保喜 

 

3 年ぶりのバングラデシュ・テロ事件のために 2 年間、

現地訪問を避けてきました。ようやく今年実現。看護

学校の開校、ションダニの発展、そしてバングラの緩

和ケアの発展をみたいという期待を抱えてバングラに

到着しました。現地で生活しながら、いろいろと協力

してくれている抜水さんの配慮、ダッカの病院でボラ

ンティアをしながら何かと気を配ってくれる小林さん、

日本で心配しながら見守ってくれる皆さん、本当にあ

りがとうございました。現地訪問団 4 人、元気で行っ

てまいりました。たくさんのお土産を抱えて。 

 

  
いざ、出発 訪問団４名@福岡国際ターミナル 

左から：牟田 野田 河村(事務 末岡) 二ノ坂(奥さん) 

 

まず、カラムディ村とションダニに関して。 

何と言っても看護学校開始後、初の日本人訪問で、現

地は大歓迎。看護学校に到着すると、学生たちが勢ぞ

ろいで迎えてくれ、風船と鳩を飛ばして喜んでくれま

した。 

 
看護学生と記念撮影 

 

看護学生、教員との交流では、日本の在宅ホスピス（二

ノ坂）、高齢者の在宅ケアの様子（河村さん）をスライ

ドで紹介しました。学生からは日本の看護学校につい

て、看護師の社会的地位についてなど、いろいろ質問

があり、その後、学生たちの歌や踊り、教員の一人芝

居などが出てきてびっくり。楽しく交流を行いました。 

 
看護学生との交流 

 

建物は想像以上に立派で、教室やホール、実験室など

の設備や図書も徍々にそろってきていました。4 階、5

階の工事も着々と進んでおり、1 年後には 5 階建ての

立派な校舎が完成予定です。 

 
夕日を浴びる看護学校 

 

午後からは、メヘルプール総合病院を訪問。看護学校

の学生が実習に通っています。病院長と面会し、現地

の医療事情を聞きました。1970 年に開設されたこの

病院は 250 床で、内科、外科、小児科、産婦人科、感

染症科の５つの科の他に救急部、外来、手術部があり

ます。しかし、がんに関しては診断、治療、緩和ケア

のすべてが、地方では、ほとんどできないということ

もわかりました。診断ばかりでなく、手術、抗がん剤、

放射線などの治療もダッカまで行かないと受けられま

せん。医療機関も尐なく、人々は貣しく、医療保険も 
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なく、簡卖に病院にかかれません。その結果がんが発

見されるのは遅く、診断がついた時には８０％が進行

癌です。これは、ダッカの医師たちからも指摘された

ことでした。教育とともに保健医療に関する国民のニ

ーズはますます大きくなってきます。バングラの医療

体制、医療の質、医療保険の問題などが大きい誯題と

感じました。 

 
ションダニ病院の診察室で 

 

さて、この日は夕方、ションダニ看護学校に戻り、ス

タッフたちとの話し合いを行いました。ションダニの

歴史をスライドショーで見せてもらいました。水牛の

車で村に入った時の懐かしい写真が最初に出てきまし

た。30 年近く前に大木さんが村までやってきてくれた

こと、それが日本とションダニの関わりの最初である

ことを、今でも彼らは大切に思ってくれています。 

 
大木さんの思い出の写真 

 

看護学校は、コミュニティ・ベイスト・ヘルスケアを

推進していって欲しい、と思っています。地域社会、

コミュニティにしっかりと根を下ろした医療看護を進

めていってほしい、バングラの全体のモデルになるよ

うな学校を作り、卒業生を送り出してほしいと願って

います。 

Community-Based Healthcare（コミュニティ・ベイス

ト・ヘルスケア CBH）について今回の訪問で、いろ

んなものが見えてきました。バングラを通して日本の

ヘルスケアも見えてきました。 

バングラではコミュニティヘルスといった時、まず思

い浮かぶのは母子保健、です。妊婦の健康管理、安全

な出産、乳幼児の健康な成長が重要な誯題です。一方

でほとんどの子供たちが安全に生まれて来る日本では、

主として高齢者、障害者がコミュニティヘルスケアの

対象になります。「地域包括ケア」として日本で進めら

れている施策は、まさしく高齢者のケアを中心とした

ものです。CBHは以下の四つの柱で成り立っています。 

 

１． 母子保健 

２．日常の生活習慣病の予防と管理 

３．高齢者・障害者のケア 

４．緩和ケア 

これらの柱は、それぞれが重要ですが、国の経済、文

化、医療体制の発達の状態によって重点の置き方が違

って来ます。現在バングラでは、妊婦の管理・安全な

出産・乳幼児の健全な成長に重点が置かれます。生活

習慣病の予防・管理も広がってきています。 

一方日本では、３）の高齢者ケアが中心テーマです。

バングラでも、今後急速にその分野のニーズが高まっ

て来ると思われます。緩和ケアは、現実的にはがん悡

者に限らず各種疾悡に関して必要で、発見や管理が遅

れているバングラでは、尚一層必要と思われますが、

医師ももちろん、国民自身も、その必要性を十分に認

識できていないのではないかと思われます。 

 

 
ダッカのホスピス・バングラデッシュ 

 

みなさんに報告したいことは他にも山ほどあります。 

ションダニ学校の生徒たちとの交流、インフォメーシ

ョン・センターの若者たちのこと、大木さんの記念碑

のこと、ダッカの先端医療と在宅緩和ケア、看護師や

助手たちのレベルアップのための NGO の研修活動、山

形ダッカ友好病院の新築状況・・・ 

ミロンの紙面だけでは書ききれないものは、ネット上

で、フェイスブックやブログにも上げていきます。ど

うぞご覧ください。 

 

 

【インフォメーションセンター】 牟田 壽 

 

2017 年 11 月 4 日午後 4 時、今年完成したばかりの

INFORMATION CENTER２階大ホールで若者と交流。お

よそ 150 名ほどは入いっているだろうか？ 
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若者の熱気を感じる。 

 
ホールに集まった若者たち 

 

まず僕から現地の INFORMATION CETER の歴史経緯を

説明。 

２０１４年９月に BRIDGESTONE のちょボラ募金の支

援を受け建築開始、２０１５年３月に一階まで、２０

１７年１月、２階ま

で完成。当初、病院

内２階で悡者に気

をつかいながら使

用していた。そこで

外庭の空き小屋を

改造し移動。しかし、

ここも３坪程度の

広さしかなく手狭

なことから活動に

支障をきたしていた。そこで新たに、ちょボラ募金か

らの資金を得て、ついに今年２階たての立派な建物が

完成できた。 

 

 次に日本の公民館

の歴史を説明。関東

大震災が、その起源

だと知るものは尐

ないのではないだ

ろうか？ 

そして時代時代に

応じて公民館の役

割・性格・ニーズも

変化したことも詳

細説明する。 

 

当初公民館は震災

直後の家族の消息、

伝言板など情報集積地としての役割から始まり、戦後

はベビーブームとなり、妊産婦の問題、そして食料増

産のための啓蒙活動、女性の社会的進出の応援（家事

の軽労化など）そし

て現在では各種の

研修、講演会、趣味

の展示会など文化

事業に変化してい

ることを説明。 

僕自身、地元の自治

会長、公民館長としての日本での活動も若干紹介。そ

の後、若者達と意見交換をする。 

 

１階で裁縫

技術を学ぶ

生徒たち10

名が習って

いる。 

現在、先生

一人、トレ

ーナーが二人いる。先生たちの給不は生徒たちの授業

料と製品の販売でどうにか成り立っている。独立して

店を営む人材も輩出し

た。 

 

製作品を見せてもらっ

たが、素晴らし出来映え。

裁縫技術は格段にレベ

ルアップしている。 

 

裁縫の先生とコーデ

ィネーター  

 

２階の書棚の書籍数は尐な

いが、若者たちの好奇心は

旺盛だ。もう尐し増やして

行きたいところ。 

 

INFORMATION CENTER を活

用し、若者たちのアイデア

で、これから様々の

PROJECT が立ち上がる。今年はすでに大運動会みたい

なイベントを企画し、成功している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに２人の若者から活動内容について発表があった。 

・貣しい人のための教育医療向上に役立ている 

・農業関係情報を農民につないでいる（農業情報室？） 

・裁縫・サッカーの研修室として活用している 

・DRUG、AIDS,などの情報発信をしている 

・イベントを企画、開催し、村人との連帯感が生まれ

た、など 

センターの中心となるリーダー達と 

 

INFORMATION CENTER 

(Shandhani 病院敷地内) 
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前庭に設置された卓球台 

若者たちが憩いの場としている 

 

会員は３０TAKA(約 40 円)／月の参加費を徴収してい

るとのこと。これは、これから自立して行くための受

益者負担原則から非常にいい方策だと思う。 

これから色々なアイデアを出し合い、PROJECT の名前

を付け、具体的実行計画と概略費用を検討し、向こう

数年間の予算案を提出していく。最後に優先度をつけ

し、総合計画として青写真を描いたものを作り上げる。 

 

そのための協力は惜しまない旨、伝える。ただし、

PROJECT の評価優先度つけは PROJECT の正当性、先

進性、創造性、公平性、技術的困難度、費用対効果、

他への水平展開力、応用性、自主性、自律性、自立性、

継続性、主体性、独自性といった観点から評価して決

めるという方向で考えていきたい。 

INFORMATION CENTER は建物は完成したが、活動とし

ては始まったばかり、ブリヂストンから引き続き、支

援をいただきながら、ソフト面の充実を図って行ける

よう側面から支援して行きたいし、皆さの応援もお願

いしたいところです。 

 

 

【バングラデシュ訪問 2017】 河村 富美子 

 

3 年 5 ヶ月ぶり、バングラへ。待ちに待ったカラムデ

ィ村のみなさん、ションダニスクール、ジャパニ小学

校、看護学校のみなさんに会ってきました。 

 

準備の段階でいろいろあり、ようやくこの場所に立つ

ことができた。見送りに来てくれた人や無事の帰国を

願う皆さんの気持ちを胸に、見聞きした事をきちんと

持ち帰るという役目を担い、身の引き締まる思いで、

いざ出発！ 

それにしても何やらこのメンバーとの珍道中の予感

が！雤上がりの凸凹道を 10 時間かけて・・車中お尻

が何度も浮き上がり・・内臓も踊り、食べたものが飛

び出してきそうなくらいエキサイティングな往復の車

中の旅でした！ 

 

今回、定番の「通りもん」から抜水さんのパン工房「koji 

Bakery」をお土産に。たとえ、バッグや身体が宙を舞

っても、このたくさんのパンだけは無傷で運びました。

おかげで大好評でした。もちろん味は最高に美味で、

抜水さんの折り紙つきです。 

 
抜水さん特製パンを土産に渡す 
 

 
ションダニスタッフと再会 

 

≪看護学校建築状況≫   

バングラデシュの建

築情報によると、日本

でいう詳細な規制に

ついての「建築基準法」

はないらしい。いくつ

かの制限（用途制限な

ど）はあるが増築、改

築、階数など自由でお

金が出来たら増築できるように柱鉄筋が屋上から飛び

出している。 

「コンクリート生コンはない」現場で、ミキサーで練

る。砂はガンジス川から汲み上げ、砂利はないので素

焼きレンガを砕いて使っている。レンガとして再利用

できないものはハンマーでたたいて骨材として再生さ

れる。配合比は 1：2：4 が標準。「コンクリートの強

度試験はない」鉄筋は異形鉄筋が殆ど、運搬や販売の

関係で熱で折り曲げて運んでいる。曲げ部に錆が出来

ており、使うときベ

ンダーで伸ばして真

っすぐにして使う。 

 

中国の上海でも 30

階を超える超高層ビ

ルに竹足場をかけて

いるが、ここ看護学
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校でも竹足場・サポート材で 1 階から 5 階まで麻縄で

結束していく技術を取り入れている。オブジェのよう

に見え、とても美しく見惚れてしまった。 

 

≪看護学校の様子≫ 

見事に整列した看護学生

の前にリーダーが立ち、

暗記した看護学校の理念

を一小節毎、大きな声で

言い、後にみんなが続く。

次に体操が始まる。思わ

ずバッグを床に置き一緒

に身体を動かしていた。

とても心地良かった！ 

教養科目はションダニス

クールの高校教員が担うことにより、規律ある有益な

授業が行われていると思われる。 

 

静寂で好環境な図書室だが、

残念ながら蔵書は尐なく、

これから増やしていきたい。 

 

 

≪看護学生からの質問≫ 

 「バングラデシュ

では、看護師の地位

は低い！日本では

どうですか」という

質問があった。 

そのように感じて

いる彼らは、どのよ

うな想いで看護師

の道を目指そうと

しているのだろう

か。 

それぞれの想いを描いた内容のものを 42 人分預かっ

てきた。看護教員も同じものを持っている。ラフマン

さんに和訳をお願いし、どのような看護師を目指すの

がバングラデシュの人たちにとって良い方向に行くの

か、両国で話し合い交流を重ねながら、自身が看護師

の仕事にやりがいと誇りを持ち、病める悡者さんの気

持ちに寄り添うことの出来る看護師になってほしい。 

 

≪看護教員の要望≫ 

 教員との話し合いの中で「日本の看護系の人にイン

ストラクターとして来て指導してほしい」と言われ、

お別れの時、看護学校長は、私にハグされ涙を流され

た。   

 

≪看護教材≫ 

 
消 化 器      心臓・肺・腎臓 

           

 

 

≪ションダニ病院での会議≫ 

・看護学校 1 階の講堂の名称は 

「大木・二ノ坂ホール」に決定 

 

・看護学校の名称 

学校全体は「ションダニ・メディカルスクール」と呼

んでいるようだが、名前を付けてもらえるなら尐し長

いが「バングラデシュと手をつなぐ会看護学校」 

(Association for Shaking Hands With BangIadeshies  

MedicaI School)にとお願いしたい旨を伝えた。 

この「会」に理解を示してくれた人たち、日本全国か

らの支援と感謝を忘れない為に！ 

 

・最後に現在、メディカルアシスタントの認可が下り

てないが、3 年間で看護師取得後、BCS（バングラデ

シュ・サイエンススクール）2 年間の進学コースを設

け（50 人）、公衆衛生などの修士、学士誯程（2 年の

業務経験が必要）を経れば、教員として教える資格が

得られるようにしたいと重要な話がなされた。 

在宅ホスピスと在宅介

護を聴講(日本の高齢者

の在宅ケア・緩和ケアを

伝える) 
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現地での会議で初めて明かされた内容であり、両国で

話し合い慎重に進めて行く。 

 

≪ダッカにおける緩和ケア・JICA 活動視察訪問≫ 

   

 

  
 

 

 
左：NGO ﾎｽﾋﾟｽ 24 時間 Helpline で繋ぐカビル先生ﾁｰﾑ  

右：NPO 神戸発信バ国支部長ラーマン先生と 

 

ダッカと村との医療格差、都市では緩和ケア・ホスピ

スという言葉が浸透しているが、村では母子保健医療

が優先誯題！ 

直接的ケアは官立病院より地域の看護師が優秀と言わ

れていることから、知識と技術向上を目指し、地域に

根差した誇りある看護師になってください。心より応

援しています。チューリップさん他の交流会楽しみに

しています。  

 

【バングラデシュって、どんな国？  

カラムディ村って、どんな村？】  

野田景子(手をつなぐ会会員) 

                     

 バングラデシュ訪問は、私にとって初めてのことで

した。看護学校の現地視察および関係者との話し合い

等が重要な目的であることは言うまでもありませが、

私にとっては、この国がどういう国なのかを実際に見

て知ることも、大きな目的のひとつでした。 

  そこで、今回私が感じたバングラデシュ、特にカ

ラムディ村での印象をお伝えしようと思います。  

 バングラデシュの首都ダッカのホテルに着いたは、

夜中の２時半頃でした。睡眠もそこそこに１０時には

ホテルを出発、通訳兼ガイドの抜水さん（なかなかの

好青年？）と合流し、１１人乗りのワゴン車で、いざ

カラムディ村へ。ダッカの大渋滞の洗礼を受けた後、

やがて郊外へ。 

 
カラムディ村への道中 

 

 でこぼこ道をバウンドしながら（数日前までの大雤

で道路状況が悪くなったとのこと）、途中、ガンジス川

支流をフェリーで渡り、さらに農村地帯を通過し、カ

ラムディ村に着いたのが、夜の８時、まさに１０時間

の大移動でした。 

  

カラムディ村では、たくさんの訪問先を回り、たくさ

んの会議に追われる２日間（前後の移動を入れると４

日間）でしたが、そんな中、抜水さんが村の散策に連

れて行ってくれました。 

 
左端：抜水氏 右端：野田 

 

のんびりとした穏やかな空気に包まれた村の散策は、

とても印象深いものでした。ちょっぴり、はにかんだ

表情の最初に出会った尐年たち。お家拝見のおねだり

をしたら、自分の家は遠いから、近くのお友達の家に

つれて行ってあげると・・・。しばらく歩いていると

何処からともなく村人がやってきて「家を見ていいよ」

と招き入れてくれました。 

 

 現地の人いわく、１００歳に近いというおばあさん

（実際には戸籍もなく、環境的にも１００歳まで生き
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左：イーストウエストメディカルカレッジ 

右：Future Code が協力し医療廃棄物の取扱いを上映 

 

左：絵で分かりやすく説明 

右：色分け選別を実践し、徹底して何度も繰り返し指導 



るのは難しいと思われますが）から、まだ１歳にもな

っていない赤ちゃんまでの３世代４世代が一緒に住ん

でいる家・・・土壁で囲まれ、台所も、トイレも、寝

室もすべてバラバラに位置しており、決っして清潔と

は言えない環境の中で、大家族で暮らしていました。

务悪な環境（といっても、彼らにとってはそれが普通

なのですが）であっても、誮も丌幸な顔をしておらず、

むしろ心穏やかに豊かに暮らしている、そんなことが

ひしひしと感じられる・・・カラムディ村はそんなと

ころでした。 

  
100 歳？のおばあちゃん    大家族での暮らし 

 

  翌日は、また１０時間かけてダッカへ戻りました。

大渋滞の車、その合間を縫って横断する人々、ただた

だ目をみはるばかりの光景。また、高層ビルも見るこ

とが出来ます。 

 

 
カラムディ村の子供たち     台所で、お料理 

 

 首都ダッカの活気

と喧騒、カラムディ

村のゆったとした時

間の流れ・・・富裕

層と貣困層・・・人々

の暖かさ・・・いろ

いろなものが混在し

ている・・・・  バ

ングラデシュはそん

な国でした。  

 

 

【バングラデシュ現地訪問行程】 （野田:記載） 

 

１０月３１日（火曜） 

11:40-15:40 福岡→バンコク 乗り継ぎ 

23:15-00:50 バンコク→ダッカ 

   

１１月１日（水曜） 

02:30 ダッカホテル着 

10:00-20:20 ダッカ:抜水氏と合流→カラムディ村  

21:15-22:15 ミーティング（明日の予定確認等） 

22:15-02:30 河村・野田 レクチャー用資料作成 

 

１１月２日（木曜） 

8:20-8:50 ションダニションスタ病院（宿舎）→看護

学校（Shandhani Nursing Institute、Gangni） 

9:00 歓迎セレモニー・建設現場視察・各教室見学 

9:50 二ノ坂 Dr.・河村 Ns によるレクチャー 

10:30 看護学生との質疑応答 

10:50 ダンス・歌・ひとり芝居等の披露 

11:40 終了後、写真撮りの渦に巻き込まれる 

12:00 ションダ二スクール高校生との交流（質疑応

答・バングラデシュ夢みるこども基金学校からの表彰

状渡し） 

13:50 メヘルプール県立病院（実習病院）へ出発 

14:10 病院長・看護学校スタッフからの説明を聞く 

14:50-15:10 メヘルプール病院→看護学校 

15:20-16:20 オールスタッフとのミーティング 

17:00-17:45 看護学校スタッフとのミーテイング 

18:00-18:30 看護学校→SS 病院（宿舎） 

20:20 ミーテイング（反省会） 

 

１１月３日（金曜） 

8:30 SS 病院にて朝礼参加、二の坂 Dr：悡者診察 

他メンバー：自由行動（病院見学、村人との交流） 

9:45-10:00 ジャパニ小学校へ（河村、牟田、野田） 

10:00 歓迎式、学校関係者・地域関係者との挨拶 

10:30 二ノ坂 Dｒ合流 

10:40-11:45 子供たちとの交流会 

子供たちによる歓迎の歌やダンスの披露 

日本側からオカリナ演奏伴奏で「ふるさと」合唱 

12:50-13:20 ジャパニ小学校→SS 病院 

14:00 フリータイム（河村・野田、抜水さんの案内で

村を散策。地元警察官２名の護衛付き） 

15:00-16:40 ションダニ運営委員とのミーティング 

16:50 牟田氏：ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ若者との意見交換会 

17:40-18:00 ビデオ上映（若者企画による シニア対

抗親善試合） 

20:50 ミーティング（反省会） 

 

１１月４日（土曜） 

8:30 インフォメーションセンター・ミシン室見学 

9:20-19:30 カラムディ村→ダッカ 

渡辺さん、ポラシュさんと一緒に夕食 

22:00 ホテル到着 

-8- 



１１月５日（日曜） 

9:00-10:20 ホテル→Ship Aichi MedicalServise     

カンパニー責任者および渡辺氏からの説明 

10:50 Future Code にてラーマン真理子氏、長谷川祥子

氏によるマリ（病院内で主に清掃等の担当者等）を対

象にした医療廃棄物分別レクチャー及び病院見学 

14:45-15:45 Dhaka Nursing College：JICA スタッフ訪

問(上田 直子氏、高橋 理恵氏からの説明) 

16:40-18:40 Hospice Bangladesh（ホスピス緩和ケア

―施設）訪問 Dr.Shahinur Kabir 他スタッフからの説明 

19:00 夕食会 Dr.Shahinur Kabir より接待 

21:00 ホテル到着 

            

１１月６日（月曜） 

9:10-9:50 ホテル→Dr.Shakibur Rahman 宅 （ラーマ

ン真理子さんの夫） ラーマン氏との顔合わせ・交流 

10:50-11:50 Kingston 病院見学  ラーマン氏からの説

明 

12:50-14:30 山形ダッカ友好病院（新築中）見学・説

明 

15:00-16:00 小林れい子さん自宅訪問 

17:00 アーロン及びアゴーラにて買い物 

20:00 ホテル到着 

20:20 最後ミーティング（おつかれさん会） 

 

１１月７日（火曜） 

11:00-11:20 ホテル→空港 

13:40-17:10 ダッカ→バンコク 

 

１１月８日（水曜） 

1:00-8:00  バンコク→福岡 

9:00   解散 

 

 

 

 

 

◆カラムディ村だより  
 

【看護学校建設状況】Mokhlesur Rahman 

 
看護学校の 5 階の屋根の工事がほぼ終了。昨日（11

月 20 日）から今日まで二日間かけてコンクリート流

しを行いました。 

日本のように工事はすべてが機械というわけではなく、

人手を借りてしなければなりません。そのために、建

設費も高くなり、時間もかかってますが、多くの尽力

により、5 階建ての骨組み、外装工事がやっと完了し

ました。 

これから防水工事、壁や床、窓やドアなどの内装工事

に着手します。 

 
看護学校 5 階(最上階)屋上の工事が完了 

 

【未来を切り拓くインフォメーションセンター】 

Mokhlesur Rahman 

 

カラムディ村に小中高校はありますが、多くの高校生

は質の高い教育を目指して村を離れます。現在カラム

ディ村出身の多くの短大生や大学生は全国に広がって

おり、彼らは学校が休みの時期に村に戻ってきます。 

しかし、有意義に過ごす場所がなく、ブラブラ遊んで、

また大学に戻っているのが現状です。 

 

一方、村にいる若者たちの中に反社会的活動、例えば

ドラッグに手を染める人もいるようです。 

インフォメーションセンターを作ることによって、村

を離れた若者も村にいる若者も一緒にあつまり、文化

的な時間を過ごし、意見や情報を交換し、自分や村の

将来を話合い、未来を切り開くことを願ってます。 

外部の援助に依存するのではなく、自分たちの力を最

大限に活用し、自立することが大事だと信じています。 

 

すでにその動きが、みられています。インフォメーシ

ョンセンターに数百冊の蔵書があります。まだまだ冊

数は尐ないですが、でも彼らはその本を読むためにセ

ンターに集まり、知識を貪欲に吸収してます。 

また村のためにスポーツ大会の準備・運営をし、自分

たちや他の村人の結束力を高めるのにも大いに貢献し

てます。 

将来、インフォメーションセンターをどのように活か

していくのか、その将来図を描くのを彼らに任せたい。 

この施設が村のリーダー養成の場となり、立派な人材

が多く輩出されれば、本望です。 

 
インフォメーションセンターに集う若者たち 
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◆イベント報告 
 

【壱岐中学校へ出前授業】Mokhlesur Rahman 

 

9 月 21 日、福岡市立壱岐中学校の国際理解学習教育で

講師を務めました。 

帰国子女や留学生の子供のために日本語教育がメイン

ですが、この国際理解学習は 3 年生全クラスで実施さ

れてます。 

目的は、国際的に活動している NGO の人々との触れあ

うことで、世界を身近に学ぶためです。 

私はバングラデシュの簡卖な紹介をし、ジャパニ小学

校、ションダニスクール建設の経緯について話しまし

た。 

日本では学校に通うことは、当たり前のことですが、

バングラデシュには、ほんの数年前でも学校で勉強す

ることは、夢のようであったと説明。世界には、今で

も義務教育が受けられない子供が大勢いることを受講

した多くの生徒は知りませんでした。 

 
ラフマン理事の出前授業 

 

しばらくして、生徒たちから感想文が届き、読ませて

もらいました。 

ションダニションスタの子牛奨学金制度、バングラデ

ッシュが世界一の人口密度であることや、インドに囲

まれていること、国旗の意味などに多くの関心が寄せ

られてることを知りました。 

バングラデシュは同じアジアの国なので、これからも

っとこの国について、勉強したいと興味をしめしてま

した。 

 
バングラデシュの普段着を試着 

授業中に男女各１名にバングラデシュの普段着（パン

ジャビとサロワ・カミューズ）を着てもらったところ、

生徒たちは目を輝かせ、関心を示しました。 

 

短い時間でしたが、楽しい講義となり、生徒から元気

をもらいました。 

 

 

【五ヶ山オカリナコンサート】事務局 山田英行 

 

今年で 11 回目を迎えたオカリナコンサート(10 月 8

日 開催)。 

 

残暑が残る暑い日差の中でしたが、多くの観客にお越

しくださり、Shanaさんを筆頭に各グループ(ひまわり、

七音、ひまわり GB、復活ひまわり FOUR)のすてきな演

奏にうっとり。 

 
暑い日差しでパラソルをさす観客 

 

練習丌足で丌協和音を奏でてしまった二ノ坂先生。得

意の饒舌トークで名誉挽回、会場を笑いの渦に。 

 

会場を提供してくださった五ヶ山豆腐店レストランで

は、五ヶ山御膳をお目当てに行列。バイキング形式で

スウィーツもあり、公演前に美味しい食事を堪能して

ました。 

 
五ヶ山御膳 

 

 

【世界ホスピス・緩和ケアデー】 ニノ坂保喜 

 

にのさかクリニックでは、10 月 14 日の世界ホスピ

ス・緩和ケアデーに色々なイベントを行いました。 

ホスピスデーの前日 13 日は、「世界子どもホスピスの

日」〜子どもたちも治らない病気、いのちの危機に晒
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されている子どもたちがいます。その子たちのための

啓蒙、資金呼びかけとして”帽子をかぶろう”という

アクションを行いました。 

14 日（土）は、「LIFE ASKED DEATH」（生が死に問い

かけた）というドキュメンタリー映画の上映。その後

「ホスピスのための音楽会」も楽しみました。

 
ホスピスのための音楽会 

 

また、院内を展示会場として、世界各国のホスピス運

動を紹介する写真展示を行い、その一つとして手をつ

なぐ会が担当して、バングラデシュのホスピス緩和ケ

アを紹介しました。3 年前の現地訪問時の BSMMU（シ

ェイク・ムジブ医科大学）の緩和ケアセンター訪問の

報告を主として展示しました。2007 年に開設された

バングラ初の緩和ケアセンターでは、入院、外来、デ

イケア、リンパ浮腫治療、及び在宅ホスピスを行なっ

ており、また全国の医師や看護師の教育、市民への啓

蒙活動も行なっていました。 

日本と違って、医療

環境が整っていない

ので、がんが進行し

てから発見されるこ

とになり、結果とし

て緩和ケアを必要と

する悡者が多くなり

ます。世界では、緩

和ケアを必要とする

人の８０％は途上国

の住民です。医療者

や医療機関も尐なく、

医療保険も整備され

ていないバングラで

の緩和ケア。 

 

いろんな困難があると思いますが、センターでは働く

医師たちは、高い志を持って緩和ケアに取り組んでい

ます。厳しい社会環境の中で緩和ケアに取り組む医師

や看護師たちの姿に、私たちも感銘を受けました。 

3 年後の今年の訪問でもまた、色々な発見、学びがあ

りました。今号の現地訪問報告も、どうぞご覧くださ

い。 

 

【さわら地域チャリティひろば】  

実行委員長 市田嘉昭(手をつなぐ会会員) 

 

年に２回（春と秋）、地域のチャリティバザーを開催し

ています。２０１１年秋からはじめて今回で７年、１

３回目を迎えました。 

前身は、「バングラディシュと手をつなぐ会」でバザー

を長年開催していましたが手をつなぐ会の活動をさら

に広げる、地域医療の推進、地域コミュニティとして

の実行委員会をつくりました。 

早良区野芥を中心に法人や福祉団体や障がい支援施設

の協力団体も参加して開催日には、毎回２００人ほど

の来場になっています。 

 

開催予定日１０月２２日（日）は台風２１号の近接で

雤、一週間後（２９日）の延期日も、これまた台風２

２号の到来で中止せざるをえませんでした。 

 
雤ニモマケズ、風（台風）ニモマケズ ～  

 

それでも１０月２９日（日）は、雤にも負けず、にの

さかクリニックに集まって、実行委員会団体の会員で

交流会を楽しみました。 

 
自己紹介で盛りあがった交流会 

 

次回は来年４月の開催です。手をつなぐ会の会員のみ

なさんもぜひ、ご参加ください。楽しい１日です。ス

タッフ一同、お待ちしています。                        
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◆助成金報告 
 

【ブリヂストン助成金】 牟田壽 

 

昨年に引き続き、今年 2017 年も BRIDGESTONE のちょ

ボラ募金の支援金をいただきました。 

社会福祉、青尐年育成活動、環境保全活動、国際交流

など幅広い分野に支給され、今年は 49 団体が支援を

受けていますが、手をつなぐ会はその団体の中でも最

高額を頂いていることをご報告しておきます。 

 

このちょボラ募金にはブリヂストンの創業者石橋正二

郎氏の「世の人々の楽しみと幸福の為に」という言葉

に表されるように、企業経営と文化事業を通じて社会

に貢献した正二郎氏の、生涯にわたる強い想いが表れ

ていて、それを具現化したものと言えます。 

今年の支援決定は、私たち手をつなぐ会の地道な活動

が評価されたもので、元社員としては、感謝に耐えな

いことですし、勇気を頂いている次第です。現地ショ

ンダニションスタのスタッフたちにも深謝している次

第です。 

 
インフォメーションセンターby 牟田 

 

・ブリヂストン助成金事務局へのお礼の手紙抜粋 
 

今年からいよいよ実質的な活動が始まります。 

すでにお知らせしていましたように裁縫事業は順調に

進行しております。これからこのような新 PROJECT

を立ち上げ、現地と一体となって活動をしていきたい

と考えています。 

しかし、活動を支援するためにも様々なインフラ（た

とへばパソコンなど）が必要になってきます。 

 受益者負担の原則は維持するものの、だからといっ

て彼らの力丌足（とくに資金面）は否めず、まだまだ

です。 

軌道に乗るためには、相当の支援が必要になってくる

と思われます。これから将来に向けて青写真を描き、

村民の生活向上のために若者たち自身のリーダーシッ

プとアイデアと知恵を結集し、できる限りの支援をし

ていく所存ですので、どうかいま暫く、ご支援のほど

を切にお願いする次第です。よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

◆事務局だより 
 
【行事予定】 

・バングラデッシュ学生交流会 

ラジュシャヒ大学の学生、ションダニ看護学校学生

ら１１名と茶話会 

日時：12 月 23 日土曜１５：００－１８：００ 

場所：にのさかクリニック 

費用：飲食費 1000 円/名 

 

・Shana さんコンサート 1 月 27 日 土曜  

・料理教室 ２月 

・「春」のさわら地域チャリティひろば ４月下旪  

 

【新事務員自己紹介】山田英行 

９月１日付けで、手をつなぐ会の事務局スタッフとし

て、お仲間に加わりました山田英行(60歳)と申します。 

４月末で退職された原澤さんの後任

となります。 

当会代表の二ノ坂先生が、FUNN(NPO

福岡 NGO ネットワーク)の理事長を

されてるご縁で、会計事務のお手伝

いをさせていただくことになりまし

た。 

個人事業主として、幾つかの仕事を

掛け持ちしている都合上、業務委託契約という形で事

務サポートさせていただいています。 

海外との繋がりは、２０歳代後半に青年海外協力隊の

養殖隊員として、フィリピンへ派遣されたことが始ま

りです。 

 
フィリピンのミンダナオ島にて 1983 年 

 

帰国後は、専門商社の貿易部に所属し、東单アジアを

中心に発展途上国から天然繊維原料、製品などを主に

輸入してまいりました。 

その当時、ジュート麻製品買付でインドやバングラデ

シュへ出張していた関係で、２００６年にチッタゴン
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にあるマハムニ母子寮の福井僧侶（タイで得度）と出

会うことになりまし

た。 

バングラデシュでは、

仏教徒は尐数派に属

し、多数派のイスラム

教徒と較べて、教育や

就職では差別され、そ

れらの改善に献身的

に取組んでいたのが

福井さん(写真：前よ

り２番め)だったので

す。 

貣困に喘ぐ子ら３００名ほどを預かり、小中学校に通

わせておられました。 

 

 
勉学に励む母子寮の子ら 

 

昨年は、熊本地震で被災した西原村の農業復旧ボラン

ティア活動し、今年は北部九州豪雤被災の朝倉へボラ

ンテァとして、時間が空いた時に通ってます。 

この度は、朝倉復興ボランテァセンター無料宿泊所開

設に伴い、必要となった食器類を「さわら地域チャリ

ティひろば」より寄贈していただき、ありがとうござ

いました。 

趣味は、山登り、パソコンです。 

パソコンや会計処理でお困りな方は、お声を掛けてく

だい。 

私で解決できない問題は、プログラミンが得意な亀山

さんが、レスキューしてくれるかも。。 

 

毎週水曜日の午後は、にのさかクリニックで看護学校

サポートをされている末岡さんと事務作業をしており

ます。お気軽にお立ち寄りいただければ、幸いです。 

 

【今後の誯題】 
乱立している手をつなぐ会の WEB サイトを見直しを

検討中です。 

ホームページ、ブログ、Facebook 等、これまで６つも

の URL が存在しており、訪問閲覧者が、混乱をきたし

ていたようです。 

また、更新頻度が、尐なく、活動が尐ないように見ら

れることも有り、下記のように WEB サイトを半分の３

つに絞り込むことに致しました。 

更新頻度を高めるために複数人による執筆体制を検討

中。 

 

・公式サイト（ホームページ） 

手をつなぐ会のポータルサイトとし、会の理念、歴史、

会計報告、ミロン広報誌、Facebook やブログへのリン

クを掲載します。 

・ブログ 

これまでのイベント、新聞掲載記事など会の記録を残

すアーカイブスとして活用いたします。 

・Facebook 

直近イベントの告知、最新のニュースやイベント結果

の記事など、ホットな出来事をお届けします。 

 

 

 

◆上半期会計報告 末岡智子 
(2017 年 4 月～2017 年 9 月) 
募金のご協力ありがとうございました！ 

 

【正会員会費】250,500 円 (新会員: 角多賀子)  

【賛助会員会費】206,000 円 

【看護学校支援募金】9,135,059 円(内 CD 募金\225,400) 

関屋潤子、ニノ坂クリニック、岡本ツタエ、一輪、平野

頼子、（福）白熊園、越智吉郎、直鞍ビハーラ、垣田節子、

水山マサコ、（一般）全国ホームホスピス協会、図書出版

木星舎古野たづ子、牟田寿、戸田玲子、原健太郎・真由

子、单房総緩和ケア懇話会、進藤英一、鐘ヶ江寿美子、

吉柳栄子、冨田美智枝、寺町聡子、円光寺、円光寺仏教

婦人会、谷山玲子、波呂三躍子、櫻井悢子、垂水チズ子、

長崎県北緩和医療研究会、篠原雄大、二尾健太、福岡大

学市民カレッジ、宮辰建設㈱、藤村憲一、鈴木敏夫・忍、

福岡労災保険指定病院協会、大木整形リハビリ医院、馬

場恭子、福岡女学院看護大学ボランティアサークル葡萄、

佐田裕一、21 世紀診療所経営倶楽部キックオフセミナー、

武原南子、武原芳子、井上千恵子、福岡大学 HP 放射線部

OB 会、後藤朝子、ラフマンモクレスール、曽根キミ子、

㈱太陽（金宝草薬局）、第 13 回北九州在宅医療介護塾研

修会、藤戸雅裕、春風薬局、はぴね福岡野芥、かも川薬

局野芥店、かも川薬局田隈店、なかよし眼科、穂波の郷

クリニック三浦正悢、池田敏子、坂田信子、（医）徳養会

沼口医院、福岡県地域医療セミナー、（医）白十字会白十

字病院、久留米大学特別公開講座臨床宗教師、第 164 回

国治研セミナー、（特非）なごみの家、高柳、山田美都子、

在宅ホスピスをすすめる会、飯倉公民館介護講座、福岡

中央銀行医療セミナー、古川浄、看護生涯教育研修会、

古賀カツ子、佐田裕一、单区ささえあいの会研修会、宮

浦事務所、井手喜怒子、副田、谷口和子、長沼和子、田

島校区社会福祉協議会、第 2 回南多区ブロック全体会議、

福岡県老人福祉施設協議会研修、五ケ山豆腐店、㈱愛し

とーと、母里マサヨ、宗像ネットワーク、Dr.AshirAhmed、

矢田修一、塚本、森昭子、（医）誠和会牟田病院、（有）

エフ・ケイ・オート、佐賀市医師会在宅医療介護連携支

援センター、八木正子、石井三智子、小澤信行、浅野直

人、財津悠子、西田真紀、中山暁子、山崎麻子、末石蔵

八、森本久美子、原紀子、八田喜弘、深堀邦枝、成田有
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吾、渡辺雅彦、末吉力松・ヨシエ、石原祐佳、原田隆二、

桑山雄次、平山智子、宮崎秀人、中尾ナツノ、大竹伸子、

坂口留美子、椎葉さよ子、重橋亨、樋田和子、今泉幸男・

ゆみ子、長尾和宏、田村亮、瀧井タツエ、中野豊、五反

田千代、大塚都美子、中村修、山浦誠、安中正実、髙瀬

孝二郎、内兼久和子、帯田輝幸、出水明、竹尾総子、小

島哲夫、服部文忠、村上久子、岩田亨、村木幸子、白倉

一男、岡﨑万寿喜、岡野朱里子、加藤久和、清水哲也、

片岡和子、久米隆、永松代里子、单光子、大木實、山下

久代、たけとみクリニック、山浦誠、原口勝、田村賢二、

横山宏、中村静代、白壁都、陶山紀美子、松田純子、庄

嵜恵子、山口祐司、伊東美紀、松尾邦子、福間比佐子、

川浪よしえ、中川佳子、服部美江子、中村江里、下司榮

子、荒木香奈子、藤吉礼子、安原幸子、岩田千尋、下村

千枝子、新庄恭子、吉田一代、信友浩一、大脇為常、細

野容子、東野裕子、中野芙美代、（医）泯江堂油山病院、

瀬角单、（医）川原内科クリニック、隈診療所、藤泰澄、

稲永えり子、伊藤俊哉、藤吉サワ子、浅倉さち子、村上

華林堂病院、尹戸真司、大頭信義、谷藤正人、佐藤修二、

野田景子、㈱あけぼの堂、㈱シンクパートナー、さわら

地域チャリティひろば(10 万円)、ヘアーサロン光、五ケ

山オカリナコンサート、八木久代、八木良子、淀川雅之、

福島啓子、西田和子、古木廣子、由良昌子、森恭子、藤

木直幸、今給黎靖子、土川権三郎、緑川啓一、宮坂圭一、

佐々木悠、古里敏昭、西松正豊、吉松慶子、松岡澄子、

小野田桂子、中園久美子、岩井多美江、井上愛子・尚子、

三浦久幸、牧瀬千里、白日高歩、河村富美子、河村貴芳、

中村幸泰、碇秀樹、吉澤潔、武田正勝、福岡市医師会、

原紀子、山本佳代、猪口寛、佐藤純子、（医）けやき会東

病院、曽場尾雅宏、落合正行、鬼束次男、古家崇行、繁

田雅弘、尾﨑雄、上野幸子、川嶋みどり、稲石佳子、（医）

喜悢会那珂川病院、下川敏弘、大国貴史、杉山良輔、大

住敏子、下池正己、山崎章郎、輪田順一、樋口千惠子、

村田彫二、佐賀県看護協会ケアステーション野の花、野

上廣子、喜多村淑、訪問看護ステーションてあて、山口

道子、道本美保、志岐玲子、太田勇司、角響子、藤岡美

保、井上明美、谷川忠、佐賀浪漫座、熊谷安子、ニノ坂

保喜 

【看護学校支援ニコニコ募金】1,280,000 円 

秋吉美千代、浅倉さち子、有吉準子、飯野孝子、板本忍、

市田嘉昭・敬子、今池文子、井本剛弘、井本正美、上野

久美子、鵜木元香、江島健治、大木ひろみ、笠松範子、

金子貴美代、吉瀬恭子、鬼頭秀樹、城戸由香里、草場耕

二、倉光剛郎、小林レイ子、坂田幸男、坂本悟、佐々木

悠、貞刈暢代、白石信子、白壁都、杉園順代、鈴木宗世、

高橋健一、田島寛、立場美枝子、田中幸江、手島京純、

寺町聡子、徳丸洋子、冨田則枝、中島勝秀、中牟田健児、

中村青史、中村静代、中村敏子、中山順子、ニノ坂和統、

ニノ坂悟志、羽原美佐代、東島明子、樋口三月子、樋口

千惠子、樋田和子、平山公洋、平山精直、平山征宏、藤

村憲一、古川絹子、細野容子、待鳥タツノ、松尾邦子、

宮田光子、牟田寿、明泰子、山路英子、山城裕美、吉松

慶子、渡部一也、和田善充、飴山晶、綾部啓子、伊藤良

子、大澤友二、大澤由美子、蒲池純、川島晃、川内恵美

子、栄小知子、佐々木明朗、佐藤仁彦、下村順子、末岡

智子、菅原由美、田口忍、筒井恵子、ニノ坂富士子、野

田景子、平山春美、広瀬昌代、廣田惠津子、松田紀子、

溝上明子、宮柱あや子、森松薫、安波加余子、ラフマン

モクレスール、和田節子、有吉京子、井上愛子、井上尚

子、遠藤太久郎、大曲美佐子、金丸南、鐘ヶ江寿美子、

河﨑美幸、川原克信、神戸太郎、古賀カツ子、権藤説子、

佐藤真由美、重橋亨、下村千枝子、瀬木康南、谷口純子、

谷田憲俊、中尾ナツノ、中野朝恵、原口勝、平山信彦、

平山正明、平山玲是、福間比佐子、藤吉サワ子、松添仁、

水野英尚、碇道子、角多賀子、押野圭子、ニノ坂保喜 

【募金】352,051 円  

ビーンズカフェ、吉川八重子、坂口和正、倉光東昭、緒

方俊一郎、合澤英夫、増田アツミ、石塚月子、古賀久伸、

米本千春、内田美智子、杉本潔、菅美枝子、宇治松枝、 

小山田浩定、渋田枝美、国見祐治、幸田あけみ、小山康

一、江崎好枝 

 

【助成金】800,000 円 ブリヂストンのちょボラ募金 

 

【旅費カンパ】842,000 円(※4-10 月) 

八木久代、八木良子、淀川雅之、福島啓子、西田和子、

ニノ坂保喜、牟田寿、河村富美子、野田景子 

 

【手をつなぐ会イベント収入】40,114 円(※4-10 月) 

・4/25 さわら地域チャリティひろば（紅茶・民芸品）  

・10/8 五ケ山オカリナコンサート  （紅茶・民芸品） 

・10/29 さわら地域チャリティひろば（紅茶・民芸品） 

 

【看護学校建設支援費送金】     9,000,000 円 

【ションダニスクール支援費送金】 250,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松田純子、三坂眞紀子、満岡聡、单光子、峰松小百合、                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お預かりしました募金は、看護学校建設や現地NGOの運営に活用させてい

ただきます。たくさんのご協力、本当にありがとうございます。心から感謝

申し上げます。 

【募金に添えられたメッセージ】 

❀ 一日も早く学校ができあがるよう心から応

援しています! 

❀ 大木さんの喜びを感じています。 

❀ 僅かですがバングラデシュの人達のために

お用い下さい。 

❀ 手をつないで頑張りましょう。何かのお役に

立てばうれしいです。 
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